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いう信念④安心して暮らせる家庭、ちゃんと向き
合ってくれる大人の必要性⑤長所の活用という 5
つの姿勢がみられ、B 氏には①障害や特性にあわ
せた教育をすること②偏見を持っていないこと③
1人ひとりに対して深く関わりたいという想いの
3つの態度が認められた。また、C 氏には①自分
自身と向き合い、強みを発見すること②文化が社
会を変えるという信念といった 2つの想いが強く
みられ、D 氏には①自己受容②客観視すること
③選択肢④本質的になにを学ぶのかという意識の
重要性⑤レッテルを貼らないこと⑥できることは
させるという姿勢⑦社会での活躍を意識した上
で、生活と社会との両輪でサポートするという姿
勢の 7つの心がけが見受けられた。
5．考察と提言：支援者 4名の支援に対する姿勢
は、①偏見を持たない（持っていない）こと②1
人 1人と向き合うこと③少年に対して画一的では
なく、個別的に接すること④客観視すること⑤環
境が人を変えるという信念の 5つに統合される。
ここから、少年院出院後の少年らと関わるとき、
支援者には、少年らのフェーズに合わせてこの 5
つの段階的な価値観が求められるという、支援者
に求められる価値観に対する社会復帰への段階モ
デルが提言される。
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